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学校図書館活用のねらい 
 

 

学校図書館の機能・役割 

  

学校図書館法では，「学校図書館は，図書館資料を収集し，整理し，及び保存し，

これを児童又は生徒及び教員の利用に供することによって，学校の教育課程の展開に

寄与するとともに，児童又は生徒の健全な教養を育成することを目的として設けられ

る学校の設備である」と示されており，次の３つの役割を担っています。 

 

・読書センター  

・学習センター  

 

・情報センター  

 

       

                      参照：「学校図書館ガイドライン」 

 

学校図書館が充実し，その役割を果たすことで… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の学校図書館はどんな状況？ 

●豊富な授業に役立つ資料を通じ，教員

の指導力が向上する。 

●悩みを抱える子供の「心の居場所」と

なる。 

●授業で蔵書・新聞等を利活用し， 

思考力・判断力・表現力等を育む。 

 

●探究的な学習活動等を行い，子供の

情報活用能力を育む。 

●読書好きの子供を増やし，確かな学力，

豊かな人間性を育む。 

自由な読書活動や読書指導の場 

児童生徒の学習活動を支援したり，授業の内容を

豊かにしてその理解を深めたりすること 

児童生徒・教職員の情報ニーズへの対応や，児童

生徒の情報収集・選択・活用能力を育むこと 

参考：「学校図書館ガイドライン」活用ハンドブック解説編 悠光堂 

① 自由に出入りできない，会議室等として使用

している。 

② 本が好きな児童生徒，教職員だけが，時々訪れる。 

読
書
セ
ン
タ
ー 

③ 時々授業（読書活動・読書指導）に使用される。 

④ 時々授業（調べ学習，課題発見・解決学習等）に使用される。 

⑤ 学校全体で，読書活動，学習支援，情報収集・選択・活用能力の

育成等のため，頻繁に活用されている。 
学
習
セ
ン
タ
ー 

情
報
セ
ン
タ
ー 

＜果たしている機能＞ 
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学校図書館担当の役割 

 
 

これからの学校図書館は，読書活動における利活用に加え，授業における様々な学

習における利活用を通じて，子供たちの言語能力，情報活用能力等の育成を支え，主

体的・対話的で深い学びを効果的に進める基盤としての役割が重要となります。その

ため，学校における読書活動の推進には，読書の楽しさや本のすばらしさ，本を使っ

て調べ学ぶことを教える大人の存在が極めて重要であり，そのための人的環境の整備

は欠かせません。国の「第四次基本計画」や「学校図書館ガイドライン」では，学校

図書館の運営に関わる主な教職員の役割を次のように整理しています。 
 

校長 
学校図書館の館長としての役割を担う。校長のリーダーシップの下，計画的・組

織的に学校図書館の運営がなされる必要がある。 

司書教諭 
学校図書館資料の選択・収集・提供のほか，学校図書館を活用した教育活動の企

画の実施，教育課程の編成に関する他教員への助言等，学校図書館の運営・活用

について中心的な役割を担う。 

学校司書 
専ら学校図書館の職務に従事する職員である。司書教諭と連携しながら，多様な

読書活動を企画・実施したり，学校図書館サービスの改善・充実を図ったりして

いく役割を担う。 

 

 

＜学校図書館運営のイメージ＞ 

 
 

 

 

 

参照：第四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」，学校図書館ガイドライン 

学校図書館（館長：校長） 

公立図書館・教育委員会 等 

連 携 

協 働 
教職員 司書教諭 

学校司書 
・多様な読書活動の企画，実施 

・学校図書館サービスの充実 等 

・学校図書館の運営の中心 

・学校図書館を活用した教

育活動の企画，教育課程

編成への助言 等 

・学校図書館の 

授業での活用 等 
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本県では，子供たちの資質・能力の育成を目指した主体的な学びを促す「学びの変

革」の全県展開に取り組んでいます。学習指導要領（平成29年・平成30年告示）に

も，学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り，主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善に生かすとともに，自主的，自発的な学習活動や読書活動を

充実することの必要性が示されています。 

「課題発見・解決学習」の更なる充実を図るために，自校の学校図書館の目的や課題

を見直し，できることから改善を図ってみましょう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校図書館のリニューアル 

どのような学校図書館にしたいですか？ 

★ 本を読みたくなるには‥？ 

★ 学校図書館に行きたくなるには‥？ 

★ 学校図書館が使いやすくなるには‥？ 

必要な情報を 

調べやすい・探し

やすい環境づくり 

図書の適切な 

廃棄・更新 
居心地のよい 

空間づくり 

図書の分類， 

配架の工夫 

学校図書館内

の清掃，改装 

 

掲示物・ 

パネル等の作成 

 

コーナーの設置 

（新着図書・ 

季節物 等） 

 

図書の 

展示方法の工夫 

学校図書館を 

活用した， 

授業・行事の計画 

できることから，少しずつ始めていきましょう！ 

P.９ 

P.15 

P.９ 

P.４ 

P.６ 

P.16 
P.12 

P.16 

P.２ 
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廃棄・更新 
 

● 図書の廃棄・更新を行うことで，鮮度の良い学校図書館になります。 

● 廃棄や選書については，自校での基準を設け，明文化しておきましょう。 

● 廃棄の判断は「物理的な面」「内容面」「利用面」の３つの側面からの評価によ

ります。 

 

「第５次学校図書館図書整備等５か年計画」では，児童生徒が正しい情報に

触れる環境の整備の観点から，古くなった本を新しく買い替えることを促すよう計

画が立てられています。 

 また，「学校図書館ガイドライン」では，学校は，児童生徒にとって正しい情報や

図書館資料に触れる環境整備の観点や読書衛生の観点から，刊行後時間の

経過とともに誤った情報を記載していることが明白になった図書や，汚損や破損

により修理が不可能となり利用できなくなった図書等の適切な廃棄・更新に努め

るよう示されています。 

 

古くなった図書を選んで抜き出してみましょう！ 

次のいずれかに該当するものは廃棄の対象となります。 

◇ 「物理的な面」 

・ 背中が焼けて題名が読めなくなった図書。 

・ 破れてしまい，ぼろぼろになった図書。 

 ・ 刊行後時間の経過とともにカラー図版資料の変色が著しい図書。 

◇ 「内容面」 

・ 記述されている内容・資料・表記等が古くなり利用価値の失われた図書。 

・ 新しい学説や理論が採用されていない図書で，史的資料としても利用価値の

失われた図書。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 「利用面」 

 ・ 利用頻度の著しく低い複本で保存分を除いた図書。 

・ 調べ学習に使用できない図書。 

□ 目次はありますか？     

□ 索引はありますか？ 

□ 定義（分類等）は書いてありますか？ 

 

分類 内容 

３ 社会科学 
国の名前が変わっているもの（例：ソ連） 

法律や行政名等変わっているもの（例：文部省） 

４ 自然科学 

1995年以前のもの（コンピュータが入る前のもの） 

人体：2003年以前のもの（「ヒトゲノムの解析」が入ったため） 

宇宙：2010 年以前のもの（冥王星，ブラックホール等の学説

が変わったため） 

７ スポーツ 運動方法が変わったもの，ルールが変わったもの 

９ 文学 

昔は流行っていたが今は流行っていないもの 

文庫化されて，代替品があるもの 

活版印刷のもの ※1993年からデータ印刷になっています！ 
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【図書の更新の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【払出し作業の流れの概略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「司書教諭・学校司書のための学校図書館必携 理論と実践」悠光堂 

【用語説明】 

払出し：登録して受け入れた本を除籍することによる更新の中の１つの手続のこと。 

除 架：配架されている棚から，払出し対象本を選んで取り除くこと。 

除 籍：一度受け入れた図書を目録から登録抹消すること。 

 

あ新しい図書を購入した分だけ，

古くなった図書を除籍しましょう。 

子供たちが興味をもったり，授

業で使いやすかったりする内容の

図書に更新していきましょう。 

https://2.bp.blogspot.com/-2YMLCsClgRU/UgsvAKR-JLI/AAAAAAAAXNc/2MLAonWwBAo/s800/cardboard_book.png
https://4.bp.blogspot.com/-d_kns0GV1rc/VJvKSmm_yHI/AAAAAAAAp_U/oJhma9jzK2U/s800/cleaning_seiri.png
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分類 
 

● 学校図書館担当者は，その図書館に必要な ①資料を集め ②分類・分析し ③

保存し ④研究し ⑤還元 することを仕事とします。 

● 子供たちが使いやすい学校図書館を目指し，必要な分類体系を考えましょう。 

● 子供たちが求める資料に自分でアクセスできる工夫をしましょう。 

 

1 分類記号とは 

日本の図書館が主に使っている分類は日本十進分類法（NDC）に基づいています。

NDCは，あらゆるテーマや内容の本を０から９までの 10種類に分け，さらにそ

れぞれを０から９までの 10種類に分けていくことを繰り返す方法です。 

そのテーマがNDCのどの区分に位置するかを示したものが「分類記号」です。

NDCでは，大きなテーマから細かいテーマへ枝分かれする形で第１次区分から第

３次区分まで「類」「綱」「目」が設定されています。そして，それぞれに 0～9

の記号が与えられています。 
例） 「４ 自然科学」では，第１次区分「４ 自然科学」を 10 分類したものが第２次区分

になります。その中の「４５ 地球科学，地学」をさらに 10 分類したものが第３次区

分になります。「地震学」について書かれた図書の分類記号は【４５３】になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 背ラベル 

背ラベルは，その本が何について書かれた本なのかの情報を示しています。 

背ラベルの見方について，子供たちにしっかり理解してもらいましょう。 

 

   

                ９１３           分類記号 

    所在記号                                       ※「キューイチサン」と読む。                                                                                                                              

（請求記号）                    ア            図書記号（著者記号） 

  ※ＮＤＣ分類番号                           ※作者名の姓の頭文字 

                               １            巻冊記号・複本記号 

                                         （補助記号） 

 

                  

９：文学 １：日本語 ３：小説 
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３ 別置
べ っ ち

（テーマ分類）の考え方 

  利用者の使いやすさを考え，あえて NDC とは異なる分類記号の場所に配架をす

ることがあります。 

季節展示や話題になっている間だけの期間限定で別置する場合もあれば，継続的

に別置する場合もあります。 

（例）大河ドラマに関係するコーナー（期間限定） 

   郷土資料に関係するコーナー（継続） 

 

(1) １冊の本に様々な方向性がある場合 

例えば，「19歳のアスリート～車椅子の青春～」という本があったら，ど

のテーマに分類しますか？ 

スポーツ，パラスポーツ，伝記，ドキュメンタリー，ハンディキャップなど，

様々なジャンルに分類することが考えられます。その学校図書館での基準を定

め，使いやすいところに分類し，配架しましょう。 

（例）コンピュータ 

ジャンルによって，分類記号が異なっているので，配架場所が離れる

ことになり，利用者が探しにくくなることがあります。 

 

    ソフトウェア，人工知能，ＳＮＳ ⇒ 【００７】 

    ハードウェア，インターネット  ⇒ 【５４７】 

【５４７】⇒【００７】に配架 

 

(2) 個人の伝記 

    小さい図書館では，伝記はジャンル分類した方が使いやすい場合があります。 

 

織田信長⇒【２８】伝記 

キリスト⇒【２８】 又は 【１９】 宗教 

モーツァルト⇒【２８】又は 【７６】 音楽 

ベーブ・ルース⇒【２８】 または 【７８】 スポーツ 

太宰治⇒【２８】 または 【 ９１３ －ダ 】 日本文学 

 

４ 分類の実際 

  分類記号を何桁
なんけた

まで設定するのかは，必要度によります。すべて２桁，すべて３

桁でそろえて分類すればよいということではありません。発達段階や，授業での活

用を踏まえ，必要な分類については細分化していきましょう。 

必要のない分類については，細かくしすぎないことも学校図書館を使いやすくす

るためには大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

～ポイント～ 

・ 使いやすさを考えて，各学校の授業で

必要なテーマを洗い出しましょう。 

・ 必要な別置
べ っ ち

を考えましょう。 

https://www.irasutoya.com/2012/12/blog-post_18.html
https://www.irasutoya.com/2013/09/blog-post_21.html
https://www.irasutoya.com/2015/12/blog-post_610.html
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配置 
 

１ 学校図書館内の配置（レイアウト） 

全蔵書をNDCに従って数字順に配置するのではなく，まずはジャンルを決め，

館内のどこに置くのか考えてみましょう。 

 

（例） 

 

 

 

 

                     

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校図書館内のデザイン 

学校図書館の中を「読書センター」「学習センター」「情報センター」機能が発

揮できる部屋に分けることをイメージし，調べ学習などレファレンスを中心とした

エリアと子供たちの読書意欲を喚起するエリアなどにしてみましょう。 

 

 ステップアップ表 

 ステップ１ ステップ２ ステップ３ 

学校図書館の 

環境デザイン 

□ 児童生徒が安心

して過ごすことがで

きる空間がある。 

□ 多様な学習スタ

イルに対応して机

やいすやＩＣＴ機器

等が自在に使え

る。 

□ 障害の有無にか

かわらず，どの児

童生徒も同様に学

習できる環境が整

備されている。 

「『学校図書館ガイドライン』活用ハンドブック」より 

 

 

 

 

 

 

 

これらのジャンルをどこへ配置すれば，使いやすくて居心地の良い 

空間になるでしょう？ 

 
総記 

世界のくらし 

自然科学 

言語学 

心と体 

芸術・スポーツ 

日本のくらし 

日本の歴史と地理 

文学 

→配置する場所を考えてみましょう！ 

～ポイント～ 

・ 学校図書館に行きたくなる工夫 

・ 学校図書館が使いやすくなる工夫 

・ 本を読みたくなる工夫 
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サイン（書架表示）の整備 

 子供たちが親しみやすく，探しやすい表示の工夫を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書センター 

 読書の機能に特化した部屋にして

みましょう。「おはなしのへや」など

愛称を付けて子供たちに親しませる工

夫も考えてみましょう。 

 

学習センター・情報センター 

 授業で使う本，参考図書類，ファイ

ル資料などを周辺に収めてみましょ

う。 

書架 

 カウンターから見て，死角がない

ようにレイアウトします。 

動線を考え，書架を斜めにする工夫

などもできます。 

 

くつろぎスペース 

 子供たちがゆったりと過ごせるス

ペースを作ります。カーペットを敷

くなども効果的です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

カウンター 

 カウンターの前に展示台を置いて，

子供たちの興味・関心を高めたり，

広々とスペースを取り，貸出・返却が

スムーズに行えるよう工夫したりしま

しょう。 
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◆部屋の配置例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：学校図書館の整備充実（文部科学省） 

 

【広島県立熊野高等学校の場合】 
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【広島県立三原東高等学校の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    【 

 

 

 

 

【郷土コーナー】 

【くつろぎコーナー】 
 

           【小説（文庫）コーナー】 

 


